
 

 

 

 

 

  
西宮酒蔵巡り（にしのみや さかぐらめぐり）                   ４班４班４班４班    中井香奈江中井香奈江中井香奈江中井香奈江さんさんさんさん    

 1 月 31 日（日）の西宮酒蔵巡りに参加しました。寒いのではないかと思っていましたが、よく晴れて日中はとても暖かい小春日和となりました。阪急今津駅を 13 時に出発し、古い洋風建築の小学校を通り、大関酒造でお酒の味見をさせて頂きました。おみやげに酒饅頭や甘酒を購入しました。とてもおいしい酒饅頭でした。  そこから、また少し歩いて大沢酒造にて酒造りの作業場を見せて頂きました。小規模の蔵で、ていねいにお酒作りをされているとのことでした。社長さん自ら、私達に詳しく酒作りや蔵の特徴を説明してくださいました。最後に、大沢酒造のお酒を 3種、「原酒・にごり酒・しぼりたて」を味見させて頂きました。どれも味わい深いお酒でした。  そして、白鹿酒造ミュージアムへいきました。お酒の製造工程を説明する実物大の模型やビデオで酒作りがよくわかるように展示されています。特別展示のひな人形も展示されていて大変興味深く拝見しました。  最後に、西宮神社へお参りしました。美しい社を見て心があらたまる思いがしました。 担当学習者のベトナム出身のホォアさん、同じ会社のミンさんも酒蔵やミュージアム、西宮神社といずれも関心を持って見学されていました。時折ベトナムの酒作りと比較して質問をされたり、私の方も少し補足して日本のお酒について説明をしました。 

   ボランティアの皆さんも、学習者の皆さんも、わきあいあいと、お酒を味わいながらの遠足となり、大変楽しませていただきました。   “は～るばる来たぜ、い～ちおかに～♪”“は～るばる来たぜ、い～ちおかに～♪”“は～るばる来たぜ、い～ちおかに～♪”“は～るばる来たぜ、い～ちおかに～♪”                  by by by by マキシマキシマキシマキシ&&&&西村かおる西村かおる西村かおる西村かおる    さんさんさんさん     
西：今日は、私たちが市岡で出会ってからもう１２年経つのを機に、今までを振り返ってみよか？先ず、日本に来たきっかけって、阪神淡路大震災のボランティアやったね。 
マ：その通り！スリランカにいる時に、この震災のことをニュースで知って、何か自分ができることはないかと思った。父親もボランティアに前から関心があったので、その影響もあってね。 
西：初めて日本に来た時、日本はどうだった？ 
マ：びっくりポンや！いると思っていたロボットも忍者もサムライもおらんかった！ 
西：おるわけないやろっ！まぁ、ロボットは今はおるけどね。で、ボランティアでは  どんなことをしたの？ 
マ：家作ったり、道路の掃除したり、あとは片づけかな。助け合いっていうのは、国が違っても、近くても遠くても、そんなこと関係ない！僕は、行けるところには行きます！（笑） 
西：なるほど。日本語は困らなかった？ 
マ：いやいや、あの時は、まだ言葉も、右も左もわからんかった（笑）思うようにできないこともたくさんあったしね。ちょっとしゃべれるようになったし（笑） 
西：もう、今はほとんど困らないくらいしゃべることができるもんね。 
マ：今は、だんだん日本語がわかるようになって、いろんなことに興味がわいて。日本の四季の移り変わり、旬の食材等、いろんな分野のことを知りたい、勉強したいって思う。昔からのくせで、わからないことがあったら、すぐに人に聞く。恥ずかしいことは何もない。わからなくて１人で悩んでる時間
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がもったいない！いろんなことがわかってくると、すごく自分にも自信がつくし、僕はこうやって、自分で自分を作ってきたんだと思う。特に、日本の文化・音楽にもどんどん興味がでてきて、それが今の僕の生活の一部にもなって、音楽にとどまらず、映画や、テレビにも関わって、楽しくやっています。 
西：最後に、今日本語を勉強している人に何かメッセージ、ありますか？ 
マ：日本語を勉強している時に、行きづまる時があると思うけど、その時は、１人で悩まないでください。ぜひ、誰かに相談して下さい。そこには、きっと答えがありますから！  
      屋 台（やたい）                                                                     ４班４班４班４班    王王王王冕冕冕冕さん（さん（さん（さん（中国中国中国中国））））      屋台、何だか暖かい言葉だと思う。屋台、何だか暖かい言葉だと思う。屋台、何だか暖かい言葉だと思う。屋台、何だか暖かい言葉だと思う。     学生時代、教科書に屋台って言う文章を読んだことがある。屋台は何か、少しだけ知るようになったけど、それはただの文字で想像的なものだった。数人ぐらいの大きさ、みんな揃っておでんとか、ラーメンとか、楽しく喋りながら食べているような光景を頭に浮かべてくる。日本に来て、初めて、本物の屋台を見た。なぜ屋台はサラリーマンにとっては特別な存在なのか欠かせない物。何か、やっとわかったようなきがする。  夜遅くて、やっと仕事が終わって、一日のストレスを解消しようっ言うか、思いきりに食べられる、しゃべれる場所に行こうかと思って、それで屋台が大きく役に立てるのわけだ。それに、値段も手頃だしね、大将さんもみんな親切だし、多くのは年寄り方がやってるのだ、違う場所からでも、違う職場からでも、今は本気で何かおいしい物食べて、様々な世間話を話し。少しの気のはじらいもなく、普段に周りに気を使わなきゃ、空気を読まなきゃということは、その時、すべてがたいしたことじゃないんだ。そばに座っているのは赤の他人でも、変な気持ちなんかもう全然ないし、普通のように声をかけたり、挨拶を交わしたり、楽しい話を夢中したりことも少なくない。まあ、そのうちに、穏やかな雰囲気に友達になったり、悩みとか、不愉快なこととか、いつの間にか、飛んでしまったのだ。その小さな屋台、おいしい匂いや心からの笑い声が漂っている屋台、みんなにとって心を癒す、そして、友達が出来たり、何よりも人間性を満ちていた雰囲気を経験するのに大事な存在だと、私、しみじみ感じた。  本国にもそうな場所あるかなあ、きっとあるよ、心で探してみれば、それにしても、こんな場所を作ったのはやっぱりそれを求めている私たち自分じゃないかなあ、ずっとそう思ってる。。。。       

           

      私は変な人です         ４班４班４班４班    付維楨付維楨付維楨付維楨さんさんさんさん（中国）（中国）（中国）（中国） 小さい頃から、私は他の子供とは違って、一緒に遊ぶことより自分で何かを見て考えることが大好きでした。当然、誰も私を仲間に入れたりしなく、私自身もそういう付き合いに対して消極的に日々過ごしてきました。そして、自分一人でも楽しく生きるために、一人で楽しめるものを頼りながら、今まで 23 年の人生を過ごしました。 高校までの自分は車が大好きでした。当時、親の収入はそれほど高くではなかったけど、私のおねだりで車相関の月刊誌と高価な模型をいつも買ってくれました。しかし、私は息子は未来きっと車のエンジニアになれるという親の期待をあっさりと裏切りました。なぜかというと、高校からアニメを見始めてすっかりオタクの趣味に夢中になった私は、車のことが全然無意味に見えたからです。そして、車という塵まみれの旧友と別れた私は隣の一般的な趣味からもっと遠ざかていきました。当然、今でも二次元の世界が私の命綱のように毎日の生活を支えています。しかも、だんだんその中の自分の趣味点がメジャーと離れていて、また変な方向でエスカレートしています。 それでは、どうして自分はまだひねくれていないかというのは、部屋の外の世界にもたくさん私を引き寄せる素敵な場所があると思うからです。市岡日本語教室はその中の一つです。もちろん、ここで私と同じ趣味を持つ人がめったにいないでしょう。しかし、誰とも簡単に話し合えることができて、誰でも気軽に日本語を楽しめることができる場所はこの社会においてとても大切で親切な存在だと思います。だから、ほぼ毎週に教室を通うことは、自分と現実の新たなつなぎ目になりました。多分、本当の私はただそれをもっと自分の世界を楽しむための日本語力を獲得する手段だと考えているかもしれません。ところが、教室を通い始めてから自分の世界に引きこもりたくなくなりました。相反する自分には何か不思議なことが起きている気がします。 つまり、こんなに変な私でも、ここで変われるかもしれませんね。  新年度のご案内  毎週金曜日のよる７時から 8 時 30 分に港区民センターの 2 階で行っています。  新年度は新年度は新年度は新年度は 4444 月月月月 8888 日（金）日（金）日（金）日（金）からです。  今後の日程はホームページで確認してください。  


